
植物採集雑記

私は山草類の栽培をやってし、るもので、毎年各地へ探
草を兼ねて採集に行くっ採集は春の芽出しゃ花の時期の
みに限った事でーはなく冬でも行く。それには植物学も必
要で、枯れた業とか茎、または根を見ただけでそれがど
んな植物であるかを見極めるだけの知識が必要となって
来る。それにいたって不勉強ではありますが諸先生方の
お教えを誌上をもってお願L、申したい 栽培品はほとん
ど観賞用の植物で採集地にどんな植物があるか少しでも
参考になれば光栄である。

紀州へエビネを求めて

4 月8 日南海難波10時発の汽車に乗る。この列車は紀
勢線和歌山で連結されるから長い列をつくって天王寺駅
で待つ事なく座れるからであるら汽車は翌朝 5時10分新
宮に着く。採集は大阪の草友と 4 人である。新宮より採

ナナイロ
集地の七色l挟へ行くノゴスはまだ 2時間も待たなくてはな
らず、帰りの汽車の時間の都合もあり、これに間に合う
には現地の採集時間かあまりにも少なし、のでハイヤーを
飛ばすことにする。 3時間20分で七色| 挟に着く c 昨夜の
雨は少し小降りであるが、車から降りると皆雨衣を着
る。上流ではダム工事をしてレるへこの川は北上川の支
流で両岸は岩また岩でt I ，宿れた岩を歩くととりやすし、。川
岸近くなる岩間にはもうイワチドリの大群落で30株程が
1塊りとなって咲いてしる。あたり一面には私達治、よん
でいるチャボシライトゾウ、クマノツツジの花盛りで実
に美しし、。汽車の疲れもふっとんでしまう。岩上にはそ
の他の植物スゲ類、それに交ってイワギポウシ、イワフジ
等がある。立ってし、る岩は皆、書f¥智黒とよんでし、る真黒
の岩で碁石や硯に加工される。採集も充分ビニール袋に

オカ
つめて陸に上る。雨はまたひとしきり降って来たので民
家の軒先を貸りて昼食にする。 時々 夕、ム工事のハツノミの
音が静かな七色峡にこだまする 1時30分ノミスヵ:来たの
で新宮に引き返えす。新宮の大橋より岸を見れば、客も
無く名物のプロベラ船は濡れて繋がれたままである O 私
達は新宮より今夜の宿である椿に向う。途中の治線の名
所を車窓より眺めながら体駅に着く、ノ、イヤーで椿温泉
へ、途中自転車に乗った老人が大きな生鰹をノ、ンドルに
吊下げてやはり温泉宿の方へ行しどこか今夜の宿の料
理に出るものだと話し合う。宿に着き浴衣と着替え早速
湯に入る、硫化水素の由である O 湯より上り夕食の膳に
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っし膳の」二には車より老人カ、Jまってし、た生燃の作りが
大きな皿に盛つである。私達の食膳に11: '，るとは思わなか
ったが、新鮮な生鰐の作りで、冷たいヒーノレはうまL 、。宿は
上等な旅館ではない採集一行にふさわしい宿で、新聞を広
げて採集品の整理をして座をIH しても気兼ねのし、らない
室であるつこれは釣客の宿で別館となっていて室料も l
案400円で、料理は好みのままで風呂は本館の方へ行き、
1泊 3，000 円の客と同じである。明日の採集の相談をし
ているところへ私の草友が田辺よりやって来た} 前もっ
て頼んでし、たので明朝来るより今夜の方がよいので来た
と言っている。車を持ってL 、るので都合がよし¥ 翌朝 7
時宿をIUる。今日の採集はエビネで、この辺のはキイエ
ビネで、海岸寄りは黄色で、山奥へ入ると普通のエヒネ
となっていて、そのIUJがキイエビネとヤフ、エビネの交配
した雑徒、外弁樺色で舌弁白色、外弁黄色で舌弁桃色、
外弁樺色で舌弁白色. 外弁舌弁とも緑色と厳密に調べた
ら1株ごとに花色が変化してし、て観賞価値も充分であ
る。憾の採集はキエビネが目的で各自大きなビニール袋
に2袋も 3袋も持っている。車はステートワゴンで、車
の後に積み込んで宿に帰る c 翌朝は周参見方面のシタ植
物でエビネがあればっし、でに採集する事に活し合う n 海
岸より十数キロ奥へ入る 3 小さな滝の前で車を降りこれ
より採集に山の中へ入る橋の所にはユノミネシ夕、天然

I古]¥，、側の岩
壁にはホンシャクナゲカ t咲いてし、る O 川に沿うて歩るく
とヒカゲツツジ、イワナンテン、カンセキラメ、シラン
樹林の岩壁にはヒノキシダの大群落である。樹林下の涼
しし、場所にはキリシマエビネの涼しそうな空色の花を咲
かせてしお。匂が強く私達栽培家はこれを匂レエビネと
呼んでし、る。またこうした日陰の涼しレ場所にナツエヒ
ネの大株が点々と自生してレコ所々にはサイゴク iメツ
ツジが美しく咲レてL 、る。花色も濃く花も犬きし¥ 、紀州
での 3 日間の採集品は我が庭に椋ぇ込みうK : 春の花n!fが待
ち遠レハ

相野へシロバナトキソウを求めて

三岡駅より 2つ西に福知山線相野と言う駅がある c 駅
より 20分歩るL、て相野の西に藍小学校がある。この学校
の前の畔道を山中に向うと大小 5 カ所程の湿地帯に出
る。この湿地の中にはトキソウ、モウセンゴケ、イ γモ
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チソウ、サワギキョウ、ノハナショウフ、 ミストンボ、 | なし¥ こんな大きなものは見たこともなし、。危険かあっ
ミスギボウシ、サギソウ等の植物が自生しているが、私 | てはと、こちらより逃げることにする。湿地植物の採集
の目的はこのなかのトキソウの白花を探してレるので、 | はよくこんな蛇に出会う。これは湿地に居る蛙を食べに
幾十本の中にようやく 2 本探し出した。サギソウはもう | 出てくるので危ない。マムシなんかもよく見かけるが決
腰をおろしてレても 50本は楽に採集出来る程の群落であ |  して相手にせず、こちらから廻り道をしても歩るくこと
る。目的を達し帰ろうと湿地を歩るいていると目の前に | が無難である。
2 m程もある黒い蛇に出会う、私を見ても逃げようとし

但馬朝来郡産スミレ属補遺

筆者は、さきに、本属について本誌 (Vol. 3， No. 
3 号) に22種を発表したが、その後調査の結果、追加す
べきもの 7種を得たので報告しますの

Viola obtusa M A K I N O  
ニオイタチツボスミレ

山地向陽性、業は卵形心脚、浅緑色、茎、葉柄、花優等
に粉状の細毛密生、花は淡紅紫色、倶ij弁無毛、タチツボ
スミレに比して、花は紅色が梢強し、。花期も遅く、 5月
上旬~ 中旬、全体がやや小形である O 花に芳香がある η

V. obtusa M A K l NO  var. glabγa  N A K A I  
ケナシニオイタチツボス 1 レ

前種の無毛品で、他は余り変らなし、。

V. mandshuγica W . B E口E
シロパナス i レ

人家の近くの石垣、あるし、は原野性、全株無毛、葉は
長三角状、深緑色、葉柄に小翼有、花は白色、紫条有、
側弁有毛、距はスミレに比して短太L、。花:!IiJは4 月中旬
頃、朝来郡ではあまり多くないもの。

V. lkedaeana W .  B E!oK  
ホコパスミレ

本経につし、ては「兵庫生物J V o1. 3， No.3. p.118に
三木順一氏がくわしく報告されてし、る。本種はケスミレ
の山地上部型? 、向陽の山地草原帯に多い。

栴 菊 市田

V. gγypoceγas var. pubescens N A K A l  
ケタチツボスミレ

山地向陽性、花は紅紫色、側弁無毛、葉の両面有毛、
葉柄、花便にも白毛密生する。花期は 4月。

V. hirtites S. M O O R E  
十クラス f レ

山地向陽性、花期は遅く、 5月上旬~ 中旬、花は紅紫
色、頗る大形で恐らく本属中最大と思われる。側弁著し
く有毛、全株無毛、稀に葉柄装部に長粗毛を有するもの
を見る。葉は狭長卵形、浅心脚、長柄、梢軟質、鈍歯

で、採集地の自生範囲もごく狭レυ 但馬と播磨の境、三
国11市で採集。

V. Ogawai N A K A I  
カツラギス i レ

全株無毛、葉は略三角状、菊の業の古口く不斉深裂す
るJ 表面深緑色、下面帯紫色、梢厚質、花は淡紅紫色、
濃紫色条有、側弁無毛、 sgは短円筒形、花期は 4 月中旬

色、及び{ 則弁無毛なる点より見て、シノ、イスミレとナン
ザンスミレの雑種と忠われる C シノ、イス i レに近似のも
のである。筆者は船越山の尾根で数株を見た。本郡では
段ヶ峯で姫路西校の安平君が採集。なお本種に就レて
は、福崎町の三木11凶一氏に種々ご教示頂いた事を十J ii己し
ておきます
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